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平成 14 年 11 月 12 日 

独立行政法人 経済産業研究所 
  

 

「企業経営環境の変化とセーフティネット」 
 

日本経済が長期に低迷する本質的な要因として、少子高齢化の進行や、それ

に伴う年金制度のひずみの拡大など、セーフティネットに対する国民の不安が

あげられます。それを解消するためには、セーフティネットの再設計が喫緊の

課題です。 
 

これまでセーフティネットの設計には年金や医療、雇用の確保など企業に大

きく依存してきましたが、硬直した現制度下では限界が露呈しつつあります。

他方、女性の就労環境といった分野では企業の役割が大きくなる、という指摘

もあります。 
 

そこで、RIETI では、退職給付の今後のあり方、社会保険代行組織の再設計、

就労環境と女性の働き方など、企業のセーフティネットへの関わりについて、

下記の通り、シンポジウムを開催します。 
 

是非、皆様のご出席をお待ちしています。 

 

記 
 
１．日時：2002 年 11 月 19 日（火）10:00～17:30 

２．場所：RIETI セミナー室 

     （千代田区霞が関 1-3-1 経済産業省別館 11F） 
３．スピーカー等：橘木俊詔(RIETI ファカルティフェロー/京都大学経済研究所)、

金子能宏(RIETI 客員研究員/国立社会保障人口問題研究所)、
駒村康平(東洋大学経済学部)、赤石浩一(RIETI 研究員)他 

４．プログラム：（別紙参照） 
５．論点： ・企業はどこまで福祉にコミットすべきか 
      ・退職金が転職や女性の離職に及ぼす影響 
      ・企業社会保険代行機関の改革の道筋 
      ・確定給付と確定拠出年金の望ましい組み合わせ 
      ・機関投資家は効果的な企業ガバナンスができるか 
      ・離職女性が正社員としての再雇用される要件とは 
      ・女性の離職防止に向けての制度整備 
      ・育児休業制度の負の側面 など 
６．主催：RIETI（独立行政法人経済産業研究所） 

以上 

 
＊ お問い合せ：経済産業研究所広報企画グループ･コンファレンス担当(加藤) 

    TEL:03-3501-8398／FAX:03-3501-8416／E-Mail:info@rieti.go.jp 

*RIETI
リ エ テ ィ

（独立行政法人経済産業研究所）：2001 年 4 月に設立された政策研究を行う機関。
理論的・分析的な研究をもとに健全な政策論争を喚起し、政策現場とのシナジー効果を生
かして政策提言を行うことをミッションとしています。(URL: http://www.rieti.go.jp/) 


